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2025年度事業報告書 

2025年4月1日から2026年3月31日まで  

 

概 況  

当年度においては、従来の対面形式による学会行事を主軸としつつ、これまでに蓄積してきたノウハ

ウを活用し、オンライン形式の行事も併せて実施した。主な事業として、第52回学会大会及び第52回国

際コミュニケーション・フォーラムを長崎にて開催したほか、関西大会と合同で実施した第53回国際コ

ミュニケーション・フォーラムについては、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）の開催に合わせ、

大阪にて開催するなど、全国各地において積極的な活動を展開した。 

財政面については、一部の学会行事を遠方で開催したことに加え、常勤職員2名体制により学会事業

を運営したことから、前年度と比較して支出は増加した。しかしながら、行事開催にあたり、他団体と

の共催や協賛を得ることができたため、全体としては予算の範囲内で事業を遂行することができた。 

今後については、引き続き健全な学会運営を維持するため、経費の見直し等を継続的に行い、効率的

かつ安定的な事業運営に努めていく。 

 

Ⅰ 学術大会、国際フォーラムの開催事業（公益目的事業１）  

１．第 52 回及び第 53 回情報通信学会大会 

第 52 回情報通信学会大会は、7 月 5 日（土）・6 日（日）の 2 日間、長崎大学片淵キャンパス（長崎

県長崎市片淵 4-2-1）にて、第 53 回情報通信学会大会を 11 月 30 日（日）にオンライン（Zoom Cloud 

Meetings を利用）にて開催した。詳細は別紙。 

＊別紙 1 第 52 回及び第 53 回情報通信学会大会 

  ※別紙に記載の発表者及び登壇者等の所属先・肩書はいずれも開催時点の役職を記載（以下、フォ

ーラム等についても同じ。） 

 

２．第52回及び第53回国際コミュニケーション・フォーラム 

第 52 回国際コミュニケーション・フォーラムは、7 月 5 日（土）長崎大学片淵キャンパス（長崎県長

崎市片淵 4-2-1）にて開催した。また第 53 回国際コミュニケーション・フォーラムは当年度関西大会と

合同で、9 月 10 日（水）に大阪・関西万博会場及び NTT 西日本株式会社本社にて開催した。詳細は別

紙。 

＊別紙 2 第 52 回、第 53 回国際コミュニケーション・フォーラム及び当年度関西大会 

 

３．関西大会 

 関西大会は、9月10日（水）に大阪・関西万博会場及びNTT西日本株式会社本社にてシンポジウムを

第53回国際コミュニケーション・フォーラムと合同開催した。詳細は別紙。  

＊別紙 2 第 52 回、第 53 回国際コミュニケーション・フォーラム及び当年度関西大会 

 

Ⅱ 研究会等実施、機関誌等刊行、研究顕彰事業（公益目的事業２） 

１．研究会・ワークショップの開催 

 以下の11の研究会が活動を予定していたが、一部の研究会においては開催中止もあり、年間の研究

会開催数はオンライン及び対面を合わせて計20回であった。ワークショップについては、当学会主催

の回に加え、一般社団法人CiP協議会主催、デジタル政策フォーラム及び当学会共催の回も実施し、

合計7回であった。 



 

  また総務省情報通信政策研究所の学術雑誌『情報通信政策研究』の「立案担当者解説」という執筆

カテゴリーの動画化について検討を行い、会員向けに当学会YouTubeチャンネルにてシリーズで公開

した。詳細は別紙。 

 

＜研究会＞ 

① 情報行動研究会 （0回開催） 

② モバイルコミュニケーション研究会 （4回開催） 

③ 情報知財研究会 （0回開催） 

④ 情報通信経済法学研究会 （2回開催） 

⑤ コンテンツビジネス研究会 （1回開催） 

⑥ 災害情報と法と経済に関する研究会 （5回開催） 

⑦ AIネットワーク法・政策研究会（1回開催） 

⑧ デジタル・エコシステム研究会 （1回開催） 

⑨ 次世代ネット政策研究会（2回開催） 

⑩ 放送制度研究会（2回開催） 

⑪ インターネット政治研究会（2回開催） 

＜ワークショップ＞ 

・情報通信ワークショップ（7回開催） 

＊別紙3 研究会・情報通信ワークショップ開催状況 

 

２．情報通信学会誌及び英文ブックシリーズの発行 

投稿論文、投稿論説、寄稿論文及び学会大会と国際コミュニケーション・フォーラムの講演録等を掲

載した情報通信学会誌第 43 巻第 1 号～第 4 号（154 号～157 号）を発行した。なお、第 1 号・第 2 号

（154 号・155 号）及び第 3 号・第 4 号（156 号・157 号）は合本による発行としているが、第 3 号・

第 4 号の合本号については、2026 年 4 月の発送となった。電子媒体は、毎号を J-STAGE

（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jsicr/-char/ja/）において公開している。 

発行部数は750部であり、会員に送付されるほか、41団体が定期購読を行っている。 

また、英文ブックシリーズ「Advances in Information and Communication Research」については、

年度内に2件の出版企画申請があり、次年度以降に順次出版される予定である。詳細は別紙。 

＊別紙4 情報通信学会誌（第43巻第1号～第43巻第4号）発行状況 

  

３．論文賞の授与 

 前年度発行の学会誌に掲載された論文の中から厳選な選考が行われた。その結果、前年度論文賞は

優秀賞、佳作ともに該当なしとなった。 

 

Ⅲ 管理部門 

 当年度は、常勤職員 2 名で学会事業活動を支えた。 

 収支においては、学会行事を全国各地にて開催したことから、学会事業全般において経費が嵩ん

だ。そのため、今後も引き続き適宜事業費の見直しを行い、会員数の増強等に引き続き取り組み、適

正かつ効率的な事業運営に努める。 

 

 



 

１．会員の増減 

 当年4月1日現在の会員数は、正会員（個人）562名、正会員（団体）1団体、学生会員3名、特別会員

80名、賛助会員33団体であった。当年度内に正会員（個人）27名、学生会員2名、特別会員5名の入会が

あったものの、正会員（個人）34名及び特別会員7名の退会があり、正会員（個人）、学生会員及び特別

会員を合わせた個人会員数は16名減の629名となった。賛助会員は、1団体の退会があり、33団体、120

口となった。引き続き個人会員及び賛助会員の増強に向けて、役員を中心に入会の働きかけを行う。 

＊会員の増減状況及び会員種別構成については事業報告の附属明細書に記載する。 

 

２．収支状況 

当年度正味財産増減計算書の経常収益計は18,530,640円、経常費用計は21,392,922円となった。経常

収益のうち受取会費は15,430,769円、事業収益は903,000円であった。経常費用においては事業費が

16,404,866円、管理費が4,988,056円であった。正味財産の期末残高は前年度より4,292,982円減の

86,161,978円となった。 

 

３．評議員、理事会及び常任理事会の開催 

 当年度は、Zoom Cloud Meetingsを利用して、評議員会を2回、理事会を5回、常任理事会を1回開催

した。また、今後の学会運営について常任理事会及び理事会において検討が行われ、事業費の見直し、

会員の増強への取り組みを含め、今後の学会の方針及び事業体制等が話し合われた。詳細は別紙。 

 ＊別紙 5 評議員会、理事会及び常任理事会の開催 

 

４．委員会の開催 

研究企画委員会、事業企画委員会、編集委員会、関西センター委員会を以下の通り開催した。詳細

は別紙。 

 ＊別紙6 委員会の開催 

 

・研究企画委員会 （3 回開催） 

・事業企画委員会 （2 回開催） 

・編集委員会 （5 回開催） 

・関西センター委員会 （1回開催） 

・英文ブックシリーズ編集委員会（2回開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

事業報告の附属明細書 

 

１． 会員の増減 

【当年度中の会員増減状況】 

 
正会員 

(個人) 

正会員(団体) 
学生 

会員 

特別 

会員 

賛助会員 合計 

団体数 口数 団体数 口数 個人 
団体 

（口数） 

2025年4月1日 

現在報告会員数 

562 1 

 

3 3 80 33 118 645 34 

（121口） 

年度内

増減 

入会 27 0 0 2 5 0 0 34 0 

退会 △34 0 0 0 △7 △1 △1 △41 △1 

増減計 △7 0 0 2 △2 △1 △1 △7 △1 

2026年3月31日 

現在報告会員数 

555 1 

 

3 5 78 32 117 638 33 

（120口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２． 評議員・理事・監事 

当年度は、当年度定時評議員会（2025年6月16日開催）において任期満了に伴う一部評議員及び全理事

の選任が行われた。 

 

〇当年度定時評議員会までの評議員、理事及び監事の名簿は以下のとおりである。 

 

評 議 員 

 

 氏 名 所 属 

評議員 井上 泰浩 
広島市立大学 国際学部 教授 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 神野 新 
株式会社情報通信総合研究所 主席研究員 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 川崎 賢一 
駒澤大学 名誉教授 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 児玉 俊介 
一般社団法人電波産業会 専務理事 

＊任期は 2021年 6月 13 日から 2025年 6 月定時評議員会の日まで 

同 西田 好輝 
日本電気株式会社 政策渉外部 担当部長 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2025年 1月 16 日まで 

同 菅谷 実 
慶應義塾大学 名誉教授 

＊任期は 2021年 6月 13 日から 2025年 6 月定時評議員会の日まで 

同 辻 正次 

大阪大学 名誉教授/兵庫県立大学 名誉教授/神戸国際大学 名誉教授 

＊任期は2023年6月13日から2027年6月定時評議員会の日まで 

  ※2026年6月16日付で辞任 

同 林 秀弥 
名古屋大学大学院法学研究科 教授 

＊任期は2023年6月13日から2027年6月定時評議員会の日まで 

同 廣松 毅 
東京大学 名誉教授／情報セキュリティ大学院大学 名誉教授 

＊任期は2023年6月13日から2027年6月定時評議員会の日まで 

同 北條 仁康 
一般財団法人マルチメディア振興センター 専務理事 

＊任期は2023年7月14日から2026年6月定時評議員会の日まで 

同 山下 東子 
大東文化大学 経済学部 特任教授 

＊任期は 2021年 6月 13 日から 2025年 6 月定時評議員会の日まで 

同 山田 肇 

東洋大学 名誉教授／特定非営利活動法人情報通信政策フォーラム 

理事長 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

（五十音順・敬称略） 

 

 

 

 

 



 

 

理   事 

（任期 2023 年 6 月 13 日から 2025年 6 月定時評議員会の日まで） 

 氏  名 所 属 

会長 内山 隆 青山学院大学総合文化政策学部 教授 

副会長 実積 寿也 中央大学総合政策学部 教授 

同 鈴木 茂樹 株式会社横須賀リサーチパーク 代表取締役社長 

同 三友 仁志 早稲田大学国際学術院大学院アジア太平洋研究科 教授 

常務理事 岡田 朋之 関西大学総合情報学部 教授 

同 菊池 尚人 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 特任教授 

同 新保 史生 慶應義塾大学総合政策学部 教授 

同 田中 絵麻 明治大学国際日本学部 准教授 

理事 飯塚 留美 一般財団法人マルチメディア振興センター 調査研究部 研究主幹 

同 河合 伸悟 東京情報デザイン専門職大学情報デザイン学部 教授 

同 河島 伸子 同志社大学経済学部/経済学研究科 教授 

同 木村 幹夫 一般社団法人日本民間放送連盟 研究所長 

同 小泉 真理子 京都精華大学マンガ学部 教授 

同 高口 鉄平 静岡大学学術院情報学領域 教授 

同 三本松 憲生 
株式会社情報通信総合研究所 ICT リサーチ・コンサルティング部 

主任研究員 

同 宍倉 学 長崎大学経済学部 教授 

同 庄司 昌彦 武蔵大学社会学部 教授 

同 松前 恵環 駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部 准教授 

同 村上 陽亮 株式会社 KDDI 総合研究所 執行役員 兼 シンクタンク部門長 

同 渡辺 健策 
ＮＨＫ放送文化研究所  所長 

＊任期は 2023年 7月 14 日から 2025年 6 月定時評議員会の日まで 

（五十音順・敬称略） 

監  事 

（任期 2023 年 6 月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで） 
 氏 名 所 属 

監 事 後藤 篤二 一般財団法人日本データ通信協会 専務理事 

同 山條 朋子 株式会社 KDDI 総合研究所 シンクタンク部門 エキスパート 

（五十音順・敬称略） 

＊評議員、理事及び監事の所属先はいずれも 2025 年 6 月 16 日現在の役職を記載 

 

 



 

〇当年度定時評議員会以降の評議員、理事及び監事の名簿は以下のとおりである 

 

評 議 員 

 

 氏 名 所 属 

評議員 井上 泰浩 
広島市立大学 国際学部 教授 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 岡田 朋之 
関西大学 総合情報学部 教授 

＊任期は 2025年 6月 16 日から 2029年 6 月定時評議員会の日まで 

同 岡野 直樹 
一般社団法人電波産業会 専務理事 

＊任期は 2025年 6月 16 日から 2029年 6 月定時評議員会の日まで 

同 神野 新 
株式会社情報通信総合研究所 主席研究員 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 川崎 賢一 
駒澤大学 名誉教授 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

同 林 秀弥 
名古屋大学大学院法学研究科 教授 

＊任期は2023年6月13日から2027年6月定時評議員会の日まで 

同 廣松 毅 
東京大学 名誉教授／情報セキュリティ大学院大学 名誉教授 

＊任期は2023年6月13日から2027年6月定時評議員会の日まで 

同 北條 仁康 
一般財団法人マルチメディア振興センター 専務理事 

＊任期は2023年7月14日から2026年6月定時評議員会の日まで 

同 山下 東子 
大東文化大学 経済学部 特任教授 

＊任期は 2025年 6月 16 日から 2029年 6 月定時評議員会の日まで 

同 山田 肇 

東洋大学 名誉教授／特定非営利活動法人情報通信政策フォーラム 

理事長 

＊任期は 2023年 6月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで 

（五十音順・敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

理   事 

（任期 2025 年 6 月 16 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで） 

 氏  名 所 属 

会長 内山 隆 青山学院大学総合文化政策学部 教授 

副会長 河島 伸子 同志社大学経済学部/経済学研究科 教授 

同 鈴木 茂樹 株式会社横須賀リサーチパーク 代表取締役社長 

同 三友 仁志 早稲田大学国際学術院大学院アジア太平洋研究科 教授 

常務理事 菊池 尚人 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 特任教授 

同 清原 聖子 明治大学情報コミュニケーション学部 教授 

同 高口 鉄平 静岡大学学術院情報学領域 教授 

同 脇浜 紀子 京都産業大学現代社会学部 教授 

理事 飯塚 留美 一般財団法人マルチメディア振興センター 調査研究部 研究主幹 

同 井川 智宏 一般社団法人日本民間放送連盟研究所・主任研究員 

同 大場 吾郎 佛教大学社会学部 教授 

同 春日 教測 東洋大学経済学部 教授 

同 河合 伸悟 東京情報デザイン専門職大学情報デザイン学部 教授 

同 小泉 真理子 京都精華大学マンガ学部 教授 

同 齋藤 長行 仙台大学体育学部 教授 

同 三本松 憲生 株式会社情報通信総合研究所 ビジネス・法制度研究部 主任研究員 

同 新保 史生 慶應義塾大学総合政策学部 教授 

同 松前 恵環 駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部 准教授 

同 村上 陽亮 株式会社 KDDI 総合研究所 執行役員 兼 シンクタンク部門長 

同 吉野 真史 ＮＨＫ放送文化研究所  所長 

（五十音順・敬称略） 

監  事 

（任期 2023 年 6 月 13 日から 2027年 6 月定時評議員会の日まで） 
 氏 名 所 属 

監 事 後藤 篤二 一般財団法人日本データ通信協会 専務理事 

同 山條 朋子 
株式会社 KDDI 総合研究所 シンクタンク部門 海外政策グループ 

シニアアナリスト 

（五十音順・敬称略） 

＊評議員、理事及び監事の所属先はいずれも 2026 年 3 月 31 日現在の役職を記載 
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第 52 回及び第 53 回情報通信学会大会 

 

１）第 52 回情報通信学会大会 

開催日程  2025 年 7 月 5 日（土） 12：00～14：30 

7 月 6 日（日） 10：00～15：25 

場所    長崎大学片淵キャンパス（長崎県長崎市片淵 4-2-1） 

主催    公益財団法人情報通信学会 

共催    国立大学法人長崎大学 

協賛    情報通信月間推進協議会 ＊情報通信月間参加行事 

 

参加者数  118 名 

 

〇プログラム 

 個人研究発表（アーリーバードの部、一般の部）、研究会報告、特別報告、総会 

 

＜個人研究発表＞ 

学生の部（アーリーバード） 

1. EU における産業データの開放と日本法への示唆 

石川智也（一橋大学大学院生） 

2. SNS 上のエンゲージメントが訂正情報の拡散意欲に与える影響 

陳晗、廉志顕、藤井美里（立命館大学大学院生）王凱儀（日本大学） 

3. ショート動画における「科目三」の表現と拡散―中国国内版と海外版の比較研究― 

魏婷（日本大学大学院生） 

4. 偽誤情報と陰謀論の交錯― 2024 年トランプ銃撃事件を事例に ―  小川凜（明治大学大学院生） 

5. メタバースにおけるユーザー生成コンテンツの相互作用～多層の Network Effect による 

成長メカニズム～  國武悠人（慶應義塾大学大学院） 

6. 個人情報提供への抵抗感は提供先によって差があるのか  

杉山拓海（中央大学大学院生）中村彰宏（中央大学）高口鉄平（静岡大学）田中絵麻（明治大学） 

 

一般の部 

1. デジタル化社会の実現と国家体制ーマイナンバーカードと身分証を事例として 

華金玲（慶應義塾大学） 

2. 医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」の改定要因  本田正美（関東学院大学） 

3. 自治体システム標準化の政策形成・実施過程の評価  庄司昌彦（武蔵大学） 

4. 独立テレビ局における災害報道の体制強化～迅速かつ信頼ある情報入手経路の構築にむけて～ 

大杉成聖（びわ湖放送株式会社） 

5. 民放地方テレビ局による事業の拡張を踏まえた「放送の地域性」の測定方法：新卒採用特設ページ

の質的分析を端緒として 橋本純次（社会構想大学院大学） 

6. 地上放送の効率性に関する実証分析 森由美子（東海大学） 

7. AI ガバナンスと産業政策―リスクと制度デザインに関する一考察―  実積寿也（中央大学） 



 

8. AI エージェントが大学生の研究と就活に果たす貢献と課題  植田康孝（江戸川大学） 

9. The legal implications of AI transparency; When content and data traceability measures meet 

human rights law   Letron William（DCS, Nantes University）林美香（神戸大学） 

10. AI・データ活用が労働生産性に及ぼす影響：卸売業と道路貨物運送業のミクロデータによる実証分

析 鷲尾哲（情報通信総合研究所）篠﨑彰彦、藤井秀道（九州大学） 

11. What are Large Language models being used for? The role of Japanese scientific publications  

Santiago Ruiz Navas（立命館アジア太平洋大学） 

12. 著作権法は生成 AI 時代に対応できるのか―模索する米国から何を学ぶか― 

城所岩生（国際大学 GLOCOM） 

13. 高齢者の中で SNS を多く利用する人の特性  

水野一成、近藤勢津子（NTT ドコモ モバイル社会研究所） 

14. 故人復活アバターの受容動機となる死生観の発話分析  

相澤巧人（慶應義塾大学 SFC 研究所）畠山記美江（慶應義塾大学）新保史生（慶應義塾大学） 

15. 開発途上国のインターネットアクセスに対する新興技術の影響分析 

― スターリンクの効用評価：機会とリスク ― 内藤智之（神戸情報大学院大学） 

16. 長崎の観光情報発信における言語間比較に関する試み―観光ウェブサイトを中心に 

賈曦（長崎県立大学） 

17. Innovation in IoT-based Smart Farming in Vietnam and the Strategies of Business Ventures 

宮崎久美子（東京科学大学）Thai Minh Long（EVERSANA） 

18. 通信社の持続可能性に関する考察～ヨーロッパの事例を中心に～ 岡本洋太郎（東洋大学） 

19. 人間の認知的脆弱性を踏まえたデジタル規制政策に関する考察―EU のシステミックリスクに対す

る制度設計を事例として― 齋藤長行（仙台大学） 

20. 諸外国における 5G 用ミリ波の割当てと利用の動向 山條朋子（KDDI 総合研究所） 

21. インターネット依存傾向とネットいじめの加害・被害に関する予備調査の報告 

-全国の大学生世代への調査結果から- 

田代光輝、富田拓郎（中央大学）大宮宗一郎（上越教育大学）菊地創（愛知県立大学） 

22. ナッジを活用した啓発看板の介入効果及び手法に関する考察 

―タクシー駐停車マナー改善施策を事例として― 三原康弘（京都光華女子大学短期大学部） 

 

＜アーリーバード発表賞：1 件＞ 

1. 個人情報提供への抵抗感は提供先によって差があるのか  

杉山拓海（中央大学大学院生）中村彰宏（中央大学）高口鉄平（静岡大学）田中絵麻（明治大学） 

 

＜特別報告＞ 

1. 令和６年通信利用動向調査の結果   

 報告者：岩崎 未希子（総務省 情報流通行政局 情報通信政策課 情報通信経済室 課長補佐） 

 

＜研究会報告＞ 

1. インターネット政治研究会 

テーマ：2024 年選挙:“SNS 選挙元年”の日本・“AI 選挙元年”のアメリカ 

報告１：「ニュースレパートリーと偽・誤情報の接触・識別・拡散行動： 

2024 年衆院選調査データによる検証」 小笠原盛浩（東洋大学） 



 

報告２：「アメリカの選挙キャンペーンにおける生成 AI の悪用をめぐる規制動向： 

2024 年大統領選挙を中心に」 清原聖子（明治大学） 

司会者／討論者：前嶋和弘（上智大学） 

2. コンテンツビジネス研究会 

テーマ：九州ローカル放送局のコンテンツビジネス 

報告１：KBC の IP コンテンツとデジタル戦略 水口剛（九州朝日放送総合編成局） 

報告２：ローカル局の挑戦と進化～NIB のコンテンツビジネスと地方創生～ 

溝口貴史、島川侑樹（長崎国際テレビ総合企画室） 

討論者：浅利光昭（メディア開発綜研） 司会者：大場吾郎（佛教大学） 

3. 放送制度研究会 

  テーマ：放送制度の変容とデジタル動画配信サービス 

報告者：華金玲（慶應義塾大学訪問講師（招聘）） 

劉佳（中国四川省内江師範学院新聞学院副委員長専任講師） 

司会者：米谷南海（マルチメディア振興センター上級研究員） 

4. モバイルコミュニケーション研究会 

報告１：「巨大イベントとモバイルメディア利用──2025 大阪・関西万博の現状と課題について」 

岡田朋之（関西大学） 

報告２：「AI 時代の教育における非認知能力育成の動向」 

上松恵理子（新潟リハビリテーション大学） 

討論者：金暻和（韓国メディア人類学者・ネクストリテラシー研究所長） 

司会者：富田英典（関西大学）  

 

２）第 53 回情報通信学会大会 

開催日程  2025 年 11 月 30 日（日）10：40～14：15 

場所    オンライン開催（Zoom Cloud Meetings を利用） 

主催    公益財団法人情報通信学会 

 

 参加者数  63 名 

 

〇プログラム 

 個人研究発表（アーリーバードの部、一般の部）、特別報告 

 

＜個人研究発表＞ 

学生の部（アーリーバード） 

1. インターネット上の誹謗中傷とインターネット実名制に関する調査研究 

平山朝之（明治大学大学院生） 

2. LINE におけるリアクション機能が気分および向社会行動に与える影響 

藤井美里（立命館大学大学院生）、竇雪（立命館大学） 

3. 日本語版ソーシャルメディア依存傾向尺度（BSMAS-J）の信頼性と妥当性の検討 

LIAN Zhixian、ZHANG Mengting（立命館大学大学院生） 

4. 地域住民にとってローカルメディアは「善き隣人」なのか―島根県浜田市・飯南町におけるインタ

ビュー調査から―   久野匡貴（法政大学学部生）、藤代裕之（法政大学） 



 

5. 情報源の重要性を体験するワークショップの提案 

矢舗カレン（法政大学学部生）、藤代裕之（法政大学） 

 

一般の部 

1. インターネット依存傾向とネットいじめの加害・被害に関する調査の報告-全国の大学生世代への調

査結果から- 

田代光輝（中央大学）、富田拓郎（中央大学）、大宮宗一郎（上越教育大学）、菊地創（愛知県立大学）、

実積寿也（中央大学） 

2. ICT を通じた情報共有は協調的行動を促進するか？ 

中村彰宏（中央大学）、杉山拓海（中央大学大学院生）、眞中今日子（中央大学） 

3. 情報接触と社会不満が投票先政党に及ぼす影響の研究－2025 年参議院議員選挙の調査結果から－ 

長濱憲（元東京大学大学院生）、橋元良明（東京大学） 

4. 諸外国の SNS 規制動向から見た未成年者保護   康佳慧（KDDI 総合研究所） 

5. 欧州におけるエンド・ツー・エンド暗号化規制の試み   八田真行（駿河台大学） 

6. 『国内制作コンテンツ』認定制度における制作貢献評価の検討―外資出資・配信主導型事例を踏ま

えて―   小林真名実（知財融合研究所） 

7. 都道府県 Web サイトにおいて設定されているロボット排除標準の現状 

本田正美（関東学院大学） 

 

＜特別報告＞ 

1. 令和 7 年度版 情報通信白書の概要      

報告者：藤井 啓太郎（総務省 情報流通行政局 情報通信政策課情報通信経済室 課長補佐） 
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第52回、第53回国際コミュニケーション・フォーラム及び当年度関西大会 

 

１）第 52 回国際コミュニケーション・フォーラム 

開催日程  2025 年 7 月 5 日（土）15:00～17:50 

場所    長崎大学片淵キャンパス新館 101 講義室（長崎県長崎市片淵 4-2-1） 

テーマ   「情報通信の可能性と課題再考－DX は何をもたらすのか－」 

主催    公益財団法人情報通信学会 

共催    国立大学法人長崎大学、公益財団法人 KDDI 財団、一般財団法人デジタル政策財団 

協賛    情報通信月間推進協議会、公益財団法人電気通信普及財団 ＊情報通信月間参加行事 

後援    総務省、NTT 株式会社、NTT 東日本株式会社、NTT 西日本株式会社、 

株式会社 NTT ドコモ、KDDI 株式会社、ソフトバンク株式会社、富士通株式会社、 

日本電気株式会社、株式会社日立製作所、NTT ドコモビジネス株式会社、NHK、 

一般社団法人日本民間放送連盟、一般社団法人日本新聞協会、 

一般財団法人テレコムエンジニアリングセンター、一般社団法人電波産業会、 

一般財団法人マルチメディア振興センター、一般財団法人情報法制研究所、 

デジタル政策フォーラム 

 

〇プログラム  

開会挨拶   内山隆  （情報通信学会 会長／青山学院大学総合文化政策学部 教授） 

ショートプレゼンテーション及びディスカッション 

パネリスト： 斉藤礼子 （株式会社 長崎ケーブルメディア 放送部 部長） 

       庄司昌彦 （武蔵大学社会学部 教授） 

       鶴田貴明 （公益財団法人ながさき地域政策研究所 理事長） 

       直塚 健 （長崎県 企画部デジタル戦略課 課長） 

モデレーター：河又貴洋 （長崎県立大学 国際社会学部 教授） 

 

＜概 要＞ 

近年、生成 AI 技術をはじめとする情報通信技術の急速な発展により、新たなサービスやビジネスが

普及し、社会の構造に大きな変化をもたらしている。従来、知識・情報は人的資源の蓄積を通じて活用

されてきたが、技術の進化により、人的資本を介さずとも知識や情報を資本化・活用できる環境が整い

つつある。この変革は、新ビジネスの創出にとどまらず、情報供給のあり方や流通経路、個人の情報利

用行動にも影響を及ぼし、企業・産業・国家といった社会構造を変化させる可能性を秘めている。さら

に、情報通信技術の活用は地域経済の活性化にも寄与し、観光需要の喚起、メディア分野での技術革新、

行政による地域産業支援など、多岐にわたる分野でその価値が認識されている。その一方、知的資源が

特定の企業や地域に集中することで、個人間や地域間の格差が拡大する懸念もある。本大会では、情報

通信技術の発展がもたらす可能性と課題を、経済成長、地域振興、雇用の観点から再考し、次世代の情

報通信政策を検討する契機とするため、学術的視点を交えながら、持続可能で包括的な発展のための議

論を行った。 

 



 

２）第 53 回国際コミュニケーション・フォーラム及び当年度関西大会 

開催日程  2025 年 9 月 10 日（水）15：00～18：00 

場所    オンライン開催（プラットフォーム；Zoom ウェビナー） 

テーマ   「情報通信技術と持続社会」 

主催    公益財団法人情報通信学会 

共催    公益財団法人 KDDI 財団、一般財団法人デジタル政策財団 

協賛    公益財団法人電気通信普及財団 

協力    NTT 西日本株式会社 

後援    総務省、NTT 株式会社、NTT 東日本株式会社、株式会社 NTT ドコモ、KDDI 株式会社、 

ソフトバンク株式会社、富士通株式会社、日本電気株式会社、株式会社日立製作所、 

NTT ドコモビジネス株式会社、NHK、一般社団法人日本民間放送連盟、 

一般社団法人日本新聞協会、一般財団法人テレコムエンジニアリングセンター、 

一般社団法人電波産業会、一般財団法人マルチメディア振興センター、 

一般財団法人情報法制研究所、デジタル政策フォーラム 

 

〇プログラム 

開会挨拶 内山隆（情報通信学会 会長／青山学院大学 教授） 

基調講演 吉田奈穂子（エリクソン・ジャパン株式会社 ネットワークスR&Dジャパン部長） 

ショートプレゼンテーション 

     中間康介（青葉組株式会社 取締役） 

東山真也（株式会社地域創生Ｃｏデザイン研究所 取締役） 

パネル・ディスカッション 

パネリスト ：中間康介、東山真也、吉田奈穂子 

 モデレーター：岡田朋之（情報通信学会 評議員／関西大学総合情報学部 教授） 

 

＜概 要＞ 

   本年 4 月 13 日から 10 月 13 日まで開催される 2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）では 

テーマに「いのち輝く未来社会のデザイン」を掲げ、人間一人ひとりの生き方、可能性を最大限に

拡大し、それを支える持続可能な社会の共創を国際社会が推し進めていくことが謳われている。そ

の中での社会課題の解決には、ICT（情報通信技術）への期待が大きく込められ、具体的な内容と

しては、社会を豊かにするコミュニケーションの進化や、質の高い教育の提供、AI やロボティクス

の活用による人間の可能性の拡張などが挙げられている。 

 今年度は合同開催となる国際コミュニケーション・フォーラム及び関西大会では、地球規模での

気候変動への対応、社会的包摂など、持続社会を実現するための課題についてさまざまな取り組み

が一堂に紹介される今回のこのイベントを、ICT の可能性についての理解と認識を発展させる上で

またとない機会と位置づけ、本万博に出展している賛助会員団体の協力も得ながら、知見を深め、

広く議論する場とした。 
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研究会・情報通信ワークショップ開催状況 

 

＜研究会＞ 

① 情報行動研究会（主査：松田美佐 幹事：大野志郎）0 回開催 

② モバイルコミュニケーション研究会（主査：藤本憲一 幹事：富田英典・岡田朋之）4 回開催 

・2025 年 7 月 5 日（土）12：00～13：30 長崎大学片淵キャンパス 

「巨大イベントとモバイルメディア利用──2025 大阪・関西万博の現状と課題について」 

報告者：岡田朋之（関西大学） 

「AI 時代の教育における非認知能力育成の動向」 

報告者：上松恵理子（新潟リハビリテーション大学） 

討論者：金暻和（韓国メディア人類学者・ネクストリテラシー研究所長） 

司会者：富田英典（関西大学） 

・2025 年 7 月 29 日（火）15：00～17：00 オンライン開催  

「リモートワークからみる共創型デザイン」 

報告者：新井田 統（千葉工業大学） 討論者：大戸朋子（東京医科大学） 

司会：伊藤耕太（関西大学非常勤講師） 

・2025 年 11 月 1 日（土）14：00～16：00 オンライン 

「AI リテラシー：実践者の視点」 

報告者：島名 毅（札幌大谷大学） 

討論者：金暻和（韓国在住メディア人類学者） 司会：松下慶太（関西大学）  

・2026 年 1 月 27 日（火）14：00～17：00 出町ガジェット 

「そして誰もいなくなった、のか？ AI によるコンテンツ生成」 

報告者：毛原大樹（アーティスト／武蔵大学・京都芸術大学非常勤講師）  

討論者：松下慶太（関西大学教授） 司会者：金 暻和（韓国在住メディア人類学者） 

③ 情報知財研究会（主査：鈴木雄一 幹事：玉井克哉） 0 回開催 

④ 情報通信経済法学研究会（主査：林秀弥 幹事：福田雅樹）2 回開催 

・2026 年 2 月 11 日（水）10:30～12:00 オンライン開催（Zoom Cloud Meetings 使用） 

「デジタル法制（DATA-PLATFORM-AI）をめぐる学際的研究－経済学の視点からの視座」 

 報告者：高崎晴夫（名古屋大学） 

・2026 年 3 月 24 日（火） 10：00～11：30 オンライン開催（Zoom Cloud Meetings 使用）  

 「通信・放送分野における事業者間紛争の解決支援について―電気通信紛争処理委員会の概要

と最新動向―」 

 報告者：小原弘嗣（総務省電気通信紛争処理委員会事務局参事官）  

⑤ コンテンツビジネス研究会（主査：大場吾郎 幹事：田村和人、浅利光昭） 1 回開催 

・2025 年 7 月 5 日（土）10：30～12：00 長崎大学片淵キャンパス 

テーマ：「九州ローカル放送局のコンテンツビジネス」 

「KBC の IP コンテンツとデジタル戦略」 報告者：水口剛（九州朝日放送総合編成局） 

「ローカル局の挑戦と進化～NIB のコンテンツビジネスと地方創生～」 

報告者：溝口貴史、島川侑樹（長崎国際テレビ総合企画室） 

討論者：浅利光昭（メディア開発綜研） 司会：大場吾郎（佛教大学） 

 



 

⑥ 災害情報と法と経済に関する研究会（主査：林秀弥 幹事：井上禎男、西澤雅道） 5 回開催 

・2025 年 6 月 22 日（日）13：30～16：30 オンライン開催 

「内閣府、地区防’z 及び地区防災計画学会連携シンポジウム 

―地区防災計画制度施行 11 年 地区防災計画の現状と課題―」 

※地区防災計画学会シンポジウム（第 50 回研究会） 

登壇者：矢守克也（京都大学）、加藤孝明（東京大学）、鍵屋一（跡見学園女子大学）、山中晶一

（高知県高知市）、高橋和利（福知山市）、松村直子（Life+Life laboratory、元沖縄県

北谷町）、後藤隆昭（内閣府） 

・2025 年 7 月 13 日（日）16：30～18：00 オンライン開催（中継） 

と会場（ミライエ長岡ミライエステップ）で開催（YouTube による同時配信） 

「新潟ぼうさいこくたいプレイベント「中越地震・能登半島地震等と災害への備え」」 

登壇者：上村靖司（長岡技術科学大学）、澤田雅浩（兵庫県立大学）、加藤孝明（東京大学）、 

成川一正、長濱直也、長浜裕子（日本防災士会） 

総合司会：坊農豊彦（地区防災計画学会理事・事務局）、ぼうさいこくたい 2025 運営事務局 

・2025 年 9 月 6 日（土）14：30～16：00 オンライン開催（中継）と 

会場（朱鷺メッセ 2 階メインホール（スノーホール）A）で開催（YouTube による同時配信）  

「内閣府・新潟県・地区防災計画学会等連携「コミュニティ防災セッション」」※地区防災計画

学会シンポジウム（第 52 回研究会） 

登壇者：矢守克也（京都大学）、加藤孝明（東京大学）、磯打千雅子（香川大学）、佐藤翔輔（東

北大学）、松本佐一（新潟県村上市小岩内地区元区長）、高野賢二（新潟県村上市小岩

内地区・防災士）、内閣府防災担当、新潟県防災企画課 

総合司会：坊農豊彦（地区防災計画学会理事・事務局） 

・2025 年 9 月 6 日（土）16：30～18：00 オンライン開催（中継）と会場（朱鷺メッセ 2 階メイ

ンホール（スノーホール）A）で開催（YouTube による同時配信） 

「内閣府・地区防災計画学会等連「地区防災計画フォーラム」」※地区防災計画学会シンポジ

ウム（第 53 回研究会） 

登壇者：室﨑益輝（神戸大学）、矢守克也（京都大学）、加藤孝明（東京大学）、磯打千雅子（香

川大学）、澤田雅浩（兵庫県立大学）、佐藤展章（日本赤十字社）、流友之（防災推進協

議会）、内閣府防災担当 

総合司会：坊農豊彦（地区防災計画学会理事・事務局） 

  ・2026 年 3 月 1 日（土）9：00～17：20 オンライン開催（YouTube によるライブ配信） 

  「熊本地震から 10 年地区防災計画づくりをはじめとするコミュニティの防災活動の現状と課題」 

※地区防災計画学会第 12 回大会 

登壇者：室﨑益輝（神戸大学）、矢守克也（京都大学）、加藤孝明（東京大学）、竹内裕希子 

（熊本大学）、防災推進協議会 

モデレーター：磯打千雅子（香川大学） 

総合司会：坊農豊彦（大阪公立大学）、西田佳弘（大阪公立大学）、金思穎（専修大学） 

⑦ AI ネットワーク法・政策研究会（主査：福田雅樹 幹事：成原慧） 1 回開催 

・2026 年 3 月 6 日（金）14：00〜16：50 

大阪大学テクノアライアンスＣ棟１階カンファレンスルームＣ１０１ 

報告「ＡＩ活用による児童虐待リスク判定をめぐる法的課題 ―法的手続を中心に―」 

報告者：日原拓哉（大阪大学） 



 

報告「ＡＩ活用による児童虐待リスク判定の批判的検討 ―社会（学）的観点から―」 

 報告者：藤本ヨシタカ（四天王寺大学） 

 司会者：成原慧（九州大学） 討論者：福田雅樹（大阪大学） 

報告「仮想空間（Virtual world）×ＡＩと安全保障」 

報告者：居石杏奈（総務省、慶應義塾大学） 

⑧ デジタル・エコシステム研究会（主査：岡田朋之、幹事：長谷川想、北村順生） 1 回開催 

・2026 年 3 月 20 日（金・祝）13:30～16:00   

大手前大学 さくら夙川キャンパス K201 教室及びオンラインのハイブリッド開催 

  「VTuber 文化はいかに記述されうるのか？」 

報告者：山野弘樹（千葉工業大学） 

⑨ 次世代ネット政策研究会 （主査：庄司昌彦、幹事：高口鉄平） 2 回開催 

・2025 年 6 月 7 日（土）8 日（日） 

「AI のデータ利用のためのアーカイブ、消費者保護／AI とデータとアーティスト復活 

（死なない）の問題を考える／死後アバターと選挙 CM に関するワークショップ等」 

会場：印刷博物館・中央大学市谷田町キャンパス・武蔵大学 特別講演：高橋ミレイ 

参加大学：関東学院大学折田ゼミ、明治大学横田ゼミ、武蔵大学庄司ゼミ、 

静岡大学高口ゼミ、中央大学原田ゼミ 

・2025 年 12 月 13 日（土） 

「情報通信・次世代ネット政策に関するテーマ自由の研究発表」 

会場：Open Collaboration Hub LODGE（LINE ヤフー株式会社） 

口頭発表 7 件、ショートプレゼン 9 件、特別講演：伊藤将人「移動と階級」 

参加大学：関東学院大学折田ゼミ、明治大学横田ゼミ、武蔵大学庄司ゼミ・菊地ゼミ、 

静岡大学高口ゼミ、中央大学原田ゼミ 

⑩ 放送制度研究会（主査：菅谷実 幹事：西岡洋子、米谷南海） 2 回開催 

・2025 年 5 月 12 日（土） 17：00〜18：30 慶應義塾大学三田キャンパス 

「放送を取り巻く最近の動向」 

報告者：豊嶋基暢（総務省情報流通行政局長）  

・2025 年 7 月 5 日（土） 12：00〜13：30 長崎大学片淵キャンパス 

「放送制度の変容とデジタル動画配信サービス」 

報告者：華金玲（慶應義塾大学）、劉佳（中国四川省内江師範学院）  

司会者：米谷南海（マルチメディア振興センター） 

⑪ インターネット政治研究会（主査：清原聖子 幹事：前嶋和弘、小笠原盛浩） 2 回開催 

・2025 年 7 月 5 日（土）12：00〜13：30 長崎大学片淵キャンパス 

「ニュースレパートリーと偽・誤情報の接触・識別・拡散行動：2024 年衆院選調査データによる

検証」報告者：小笠原盛浩（東洋大学） 

「アメリカの選挙キャンペーンにおける生成 AI の悪用をめぐる規制動向：2024 年大統領選挙を

中心に」報告者：清原聖子（明治大学） 

司会者／討論者：前嶋和弘（上智大学） 

・2025 年 9 月 3 日（水）13：30～15：00 一般社団法人電波産業会第 2 会議室 

「生成 AI 時代の日本における SNS 選挙と偽情報」 

   パネリスト：谷原つかさ（立命館大学）、塩野誠（地経学研究所）、松田馨（選挙プランナー） 

司会者：小笠原盛浩（東洋大学）、清原聖子（明治大学） 



 

＜情報通信ワークショップ＞ 

第 1 回情報通信ワークショップ「AI-dentity」  

日 時：2025 年 6 月 6 日（金）18:00～19:00  

会 場：東京ポートシティ竹芝オフィスタワー8F CiP 

登壇者：花光宣尚（慶應義塾大学）、sola（デジタルクリエイター/ （株）MUSOOO 社長 

モデレーター：菊池尚人（情報通信学会 常務理事/CiP 協議会専務理事） 

第 2 回情報通信ワークショップ 

"Caught Between Yesterday and Tomorrow:  

Canada’s Regulatory Trajectory in Telecom and Digital Policy" 

日 時：2025 年 11 月 14 日（金）16：00～17：30  

会 場：一般社団法人電波産業会 第 4 会議室（東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号） 

講演者：Stephen Schmidt（Vice-President, Telecom Policy & Chief Regulatory Legal Counsel at 

TELUS Communication/Chair, International Telecommunications Society） 

第 3 回情報通信ワークショップ「本当に「使える AI」とは？～仕事と成果に直結する事例とその可能

性～」 

日 時：2025 年 11 月 17 日（木）15:00～17:30 

会 場：会場（東京都中央区）＋オンライン配信のハイブリッド開催 

講演者： 

モデレーター：夏野剛（近畿大学 情報学研究所長 特別招聘教授）  

パネリスト：菊池尚人（慶應義塾大学）、花光宣尚（慶應義塾大学）、村瀨龍馬（株式会社 MIXI）、 

木下陽介（株式会社博報堂テクノロジーズ）、石渡祥之佑（Mantra 株式会社）  

第 4 回情報通信ワークショップ「米国のデジタルプラットフォーム政策の動向」  

日 時：2025 年 11 月 20 日（木）17:30～19:00 

会 場：オンライン（Zoom） 

挨 拶：内山隆（青山学院大学） 講演者：山條朋子（株式会社 KDDI 総合研究所） 

共 催：デジタル政策フォーラム 

第 5 回情報通信ワークショップ「海外トピックからみるメディア・コンテンツ産業の動向」  

日 時：2026 年 1 月 23 日（金） 12:00～13:00 

会 場：オンライン（Zoom） 

講演者：内山隆（青山学院大学） 司会：菊池尚人（慶應義塾大学） 

共 催：デジタル政策フォーラム 

第 6 回情報通信ワークショップ「生成 AI のこの先。求められるのは IQ から EQ へ」  

日 時：2026 年 2 月 25 日（水） 18:00～19:00 

会 場：東京ポートシティ竹芝オフィスタワー8F CiP 

〇AI 関連ホットトピック：花光宣尚（慶應義塾大学） 

〇講演「生成 AI のこの先。求められるのは IQ から EQ へ」 

・モリカトロン株式会社 代表取締役社長 森川幸人 

〇トークセッション 

森川幸人（同上）・川口洋司（一般社団法人日本オンラインゲーム協会） 

・菊池尚人（慶應義塾大学） 

 

 



 

第 7 回情報通信ワークショップ 

「AI に関するグローバル・パートナーシップと若手 AI スタートアップの動向」  

日 時：2026 年 3 月 6 日（金）12:00～13:00 

会 場：オンライン（Zoom） 

登壇者：遠藤伶（NHK 放送技術研究所）、大髙崇（NHK 放送文化研究所） 

モデレーター：菊池尚人（慶應義塾大学） 

共 催：デジタル政策フォーラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙 4 

情報通信学会誌（第43巻第1号～第43巻第4号）発行状況 

 

情報通信学会誌第43巻第1号 通算第154号（第2号と合本）  

特集 2024年度第51回国際コミュニケーション・フォーラム/2024年度関西大会 

掲載論文 

・「乳幼児・児童のメディア利用動向」（森下 真理子、橋元 良明） 

・「信憑性の高い救助要請ツイートを抽出するためのノイズ除去手法の検討」 

（森野穣、藤代裕之、松下光範） 

・「行政手続のオンライン利用促進施策の効果に関する実証分析」（堀口裕記） 

掲載寄稿論文 

・「AI ガバナンスの相互運用性：原則から実践へ ─ OECD-GPAI の取り組みを通じた考察」 

（吉永京子） 

情報通信学会誌第43巻第2号 通算第155号 

特集 2025年度第52回情報通信学会大会/2025年度第52回国際コミュニケーション・フォーラム 

掲載論文 

・「イノベーション普及モデルを用いた携帯電話普及成熟期の特定 

─世界215 カ国・地域を対象とした実証分析─」（江口修平、篠﨑彰彦） 

掲載寄稿論文 

・「放送事業者のガバナンス問題に関する整理」（木村幹夫） 

掲載研究会報告 

・コンテンツビジネス研究会「九州ローカル放送局のコンテンツビジネス」 

情報通信学会誌第43巻第3号 通算第156号（第4号と合本） 

特集 2025年度第53回情報通信学会大会/2025年度第53回国際コミュニケーション・フォーラム 

掲載寄稿論文 

・「EUのAI整合規則（AI法）と一般データ保護規則（GDPR）の相互作用」（新保史生） 

掲載研究会報告 

・モバイルコミュニケーション研究会 

「リモートワークからみる共創型デザイン」「AIリテラシー：実践者の視点」 

情報通信学会誌第43巻第4号 通算第157号 

掲載論文 

・「民放地方テレビ局の実情を踏まえた「放送の地域性」評価のフレームワーク」（橋本純次） 

・「歌詞が映すボーカロイド人気曲の今：非人間性のその先へ」（黄偉晶） 

掲載論説 

・「AI政策の二つの顔：ガバナンスと産業政策の連鎖」（実積寿也） 

掲載寄稿論文  

・「電気通信事業法における検閲の禁止の意義と限界」（成原慧） 

掲載研究会報告 

・モバイルコミュニケーション研究会 

「そして誰もいなくなった、のか？AIによるコンテンツ生成」 

 

 



 

別紙5 

 

評議員会、理事会及び常任理事会の開催 

 

＜評議員会＞ 

第 38 回定時評議員会 

日 時：2025 年 6 月 16 日（月）10：30～11：06 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本評議員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：（評議員）井上泰浩、神野新、川崎賢一、林秀弥、北條仁康、廣松毅、山下東子、 

山田肇（理事）内山隆、鈴木茂樹（監事）後藤篤二、山條朋子 

議 案： 

１．2024 年度事業報告について 

２．2024 年度決算報告について 

３．2025 年度事業計画及び 2025 年度収支予算について 

４．任期満了に伴う一部評議員の選任 

５．任期満了に伴う理事の選任 

６．評議員の辞任について 

７．役員，評議員及び職員の国内出張旅費に関する規則の改正について 

報告事項： 

１．業務執行状況報告 

 

第 39 回評議員会 

日 時：2026 年 1 月 28 日（水）13：00～13：20 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

出席者：（評議員）井上泰浩、岡田朋之、岡野直樹、神野新、川崎賢一、林秀弥、北條仁康、廣松毅、 

山下東子、山田肇（理事）内山隆、鈴木茂樹（監事）後藤篤二、山條朋子 

議 案： 

１． 公益事業促進基金の取り崩しについて 

２． 周年事業積立基金への積立について 

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

    ２．資金運用状況の報告 

 

＜理事会＞ 

第 85 回理事会 

日 時：2025 年 5 月 26 日（月）9：00～9：45 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

 



 

出席者：（理事）内山隆、飯塚留美、岡田朋之、河合伸悟、河島伸子、菊池尚人、小泉真理子、 

高口鉄平、三本松憲生、宍倉学、実積寿也、庄司昌彦、新保史生、鈴木茂樹、村上陽亮 

（監事）後藤篤二、山條朋子 

議 案： 

１．2024 年度事業報告について 

２．2024 年度決算報告について 

３．2025 年度定時評議員会の招集 

４．選挙によらない次期理事候補者の推薦  

５．入会承認及び退会報告 

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

 

第 86 回理事会 

日 時：2025 年 6 月 30 日（月）16：35～17：10 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

 出席者：（理事）飯塚留美、井川智宏、大場吾郎、河合伸悟、河島伸子、菊池尚人、清原聖子、 

小泉真理子、高口鉄平、齋藤長行、鈴木茂樹、松前恵環、村上陽亮、吉野真史、脇浜紀子 

（監事）後藤篤二、山條朋子 

議 案： 

１． 会長（代表理事）の選定について 

２．副会長・常務理事の選定について 

３．2024 年度（第 26 回）情報通信学会論文賞について 

４．入会承認及び退会報告  

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

２． 他団体からの依頼について 

 

第 87 回理事会 

日 時：2025 年 9 月 1 日（月）9：00～9：30 

場 所： 公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：（理事）内山隆、飯塚留美、井川智宏、大場吾郎、春日教測、河合伸悟、河島伸子、 

菊池尚人、清原聖子、高口鉄平、齋藤長行、鈴木茂樹、三友仁志、村上陽亮、吉野真史、

脇浜紀子（監事）後藤篤二、山條朋子 

議 案： 

１． 常務理事の選定について 

２． 委員会委員の選任について 

  ３．資金運用執行責任者任命の承認について 

  ４．正会員表彰受賞者について 

  ５．入会承認及び退会報告 



 

検討事項： 

１．2025 年度事業計画と予算について 

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

２． 寄附の申込について 

 その他 

１．他団体からの依頼について 

 

第 88 回理事会 

日 時：2025 年 12 月 25 日（金）9：00～10：22 

場 所： 公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：（理事）内山隆、飯塚留美、大場吾郎、春日教測、河合伸悟、菊池尚人、清原聖子、 

小泉真理子、高口鉄平、三本松憲生、新保史生、鈴木茂樹、三友仁志、吉野真史、 

脇浜紀子（監事）後藤篤二、山條朋子  

議 案： 

１．公益事業促進基金の取り崩しについて 

２．周年事業積立基金への積立について 

３．第 39 回（臨時）評議員会の招集について 

４．入会承認及び退会報告 

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

２． 資金運用状況の報告 

その他 

１．学会事務局の移転について 

 

第 89 回理事会 

日 時：2026 年 3 月 11 日（水）10：30～11：23 

場 所： 公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：（理事）内山隆、飯塚留美、井川智宏、大場吾郎、春日教測、河島伸子、菊池尚人、 

清原聖子、小泉真理子、高口鉄平、齋藤長行、三本松憲生、鈴木茂樹、三友仁志、 

村上陽亮（監事）山條朋子 

議 案： 

１．2026 年度事業計画について  

２．2026 年度収支予算について 

３．職員の特別手当の支給について 

４．入会承認及び退会報告 

報告事項： 

１． 業務執行状況の報告 

２． 資金運用状況の報告 

その他 



 

＜常任理事会＞ 

第 30回常任理事会 

 日 時：2025 年 7 月 23 日（水）11：30～12：30 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本常任理事会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：内山隆、河島伸子、鈴木茂樹、三友仁志、菊池尚人、脇浜紀子、清原聖子 

議 案： 

１．委員会について 

２．2025年度第 53回情報通信学会大会について 

３．2026年度第 54回情報通信学会大会及び国際コミュニケーション・フォーラムについて 

４．その他 

 

  



 

別紙 6 

委員会の開催 

 

＜研究企画委員会＞ 

第 1 回研究企画委員会 

日 時：【第１回】2025 年 4 月 10 日（木）10：00～11：00 

【第２回】2025 年 4 月 18 日（金）15：00～16：00 

場 所：公益財団法人 情報通信学会事務局 

※本委員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：【第１回】庄司昌彦、三本松憲生、平井智尚、村上陽亮 

【第２回】田中絵麻、庄司昌彦、飯塚留美、三本松憲生 

議 案： 

１．2025 年度第 52 回学会大会個人研究発表について 

２．新規研究会募集について 

３．その他 

 

第 2 回研究企画委員会 

日 時：2025 年 10 月 7 日（木）13：00～13：46  

場 所：公益財団法人 情報通信学会事務局 

※本委員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：清原聖子、小泉真理子、飯塚留美、岡本洋太郎、藤野克 

議 案： 

１． 2025 年度第 53 回学会大会個人研究発表について 

２． 2026 年度第 54 回学会大会について 

３． その他 

 

第 3 回研究企画委員会 

日 時：2025 年 12 月 18 日（木） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

出席者：清原聖子、小泉真理子、飯塚留美、小笠原盛浩、岡本洋太郎、藤野克 

議 案： 

１．2025 年度第 53 回学会大会アーリーバード発表賞について 

 

＜事業企画委員会＞ 

第 1 回事業企画委員会 

日 時：2025 年 10 月 31 日（金） 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

出席者：内山隆、菊池尚人、田村和人、井川智宏、奥律哉、木村幹夫、三本松憲生、 

新保史生、高橋知樹、中井秀範、村上陽亮、山口真一、吉野真史 

議 案： 

１． 事業企画委員の紹介及びその役割と業務について 

２． 2025年度情報通信ワークショップについて 



 

３． 2026年度事業計画について 

 

第 2 回事業企画委員会 

日 時：2026 年 3 月 2 日（月） 16：00～16：40 

場 所：電波産業会 第 6会議室及びオンラインのハイブリッド開催 

※本委員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」及び現地にて開催した。 

出席者：菊池尚人、田村和人、奥律哉、木村幹夫、三本松憲生、高橋知樹、中井秀範、 

前村昌紀、村上陽亮、吉野真史 

議 案： 

１． 2026年度事業計画について 

報告事項： 

１．2025年度情報通信ワークショップ 

  

＜編集委員会＞ 

第 1 回編集委員会 

日 時：2025 年 5 月 26 日（木）16：00～16：10 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本委員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：新保史生、赤坂亮太、井上禎男、岡村優希、海後宗男、上村圭介、河合伸悟、清原聖子、 

    栗原佑介、小泉真理子、高口鉄平、宍倉学、橘雄介、深見嘉明、松前恵環、村上康二郎  

議 案： 

１．2024 年度（第 26 回）情報通信学会論文賞候補論文について 

 

第 2 回編集委員会 

日 時：2025 年 6 月 10 日（水） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

出席者：新保史生、赤坂亮太、井上禎男、岡村優希、海後宗男、勝又壮太郎、上村圭介、河合伸悟、

河井理穂子、河島伸子、清原聖子、栗原佑介、桑原俊、小泉真理子、高口鉄平、斉藤邦史、

齋藤長行、宍倉学、橘雄介、八田真行、深見嘉明、藤代裕之、松前恵環、村上康二郎、 

湧口清隆 

議 案： 

１．学会誌 155 号投稿論文の担当委員の選出について 

２．学会誌 155 号学会誌担当委員について 

報告事項： 

１．学会誌 154 号掲載予定記事について 

２．学会誌査読状況について 

 

第 3 回編集委員会 

日 時：2025 年 10 月 14 日（火） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

出席者：高口鉄平、春日教測、河合伸悟、赤坂亮太、井上禎男、植田康孝、勝又壮太朗、河井理穂子、 



 

栗原佑介、桑原俊、橘雄介、八田真行、原田祐樹、華金玲、松前恵環 

議 案： 

１．編集委員会委員の紹介及びその役割と業務について 

２．学会誌担当委員の決定について 

３．12月号投稿論文・論説の担当委員及び査読者の選出について 

４．投稿論文査読状況について 

報告事項： 

１．学会誌 155 号編集状況について 

 

第 4 回編集委員会 

日 時：2025 年 12 月 18 日（木） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

出席者：新保史生、赤坂亮太、井上禎男、岡村優希、海後宗男、勝又壮太郎、上村圭介、河合伸悟、

河井理穂子、河島伸子、清原聖子、栗原佑介、桑原俊、小泉真理子、高口鉄平、斉藤邦史、

齋藤長行、宍倉学、橘雄介、八田真行、深見嘉明、藤代裕之、松前恵環、村上康二郎、 

湧口清隆 

議 案： 

１．学会誌 157 号投稿論文の担当委員の選出について 

２．学会誌 157 号学会誌担当委員について 

報告事項： 

１．学会誌 156 号及び 157 号掲載予定記事について 

２．学会誌査読状況について 

 

第 5 回編集委員会 

日 時：2026 年 3 月 5 日（木） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

出席者：新保史生、赤坂亮太、井上禎男、岡村優希、海後宗男、勝又壮太郎、上村圭介、河合伸悟、

河井理穂子、河島伸子、清原聖子、栗原佑介、桑原俊、小泉真理子、高口鉄平、斉藤邦史、

齋藤長行、宍倉学、橘雄介、八田真行、深見嘉明、藤代裕之、松前恵環、村上康二郎、 

湧口清隆 

議 案： 

１．学会誌 158号投稿論文の担当委員の選出について 

２．2025年度論文賞受賞候補論文の募集について 

報告事項： 

１．学会誌査読状況について 

２．学会誌 156 号・157 号（合本号）について 

 

 

 

 

 



 

＜関西センター委員会＞ 

第１回関西センター委員会 

日 時：2026 年 2 月 12 日（木）15：00～15：53 

場 所：公益財団法人情報通信学会 事務局 

※本委員会は、Web 会議システム「Zoom Cloud Meetings」にて開催した。 

出席者：脇浜紀子、大場吾郎、谷村要、山本大典、横山孝文、岡田朋之 

議 案： 

１．関西センター委員の紹介及びその役割と業務について 

２．2026 年度関西センター事業計画について 

３．2025年度第53回国際コミュニケーション・フォーラム及び関西大会について 

４．2025年度デジタル・エコシステム研究会について  

 

＜英文ブックシリーズ編集委員会＞ 

第 1 回英文ブックシリーズ編集委員会 

日 時：2025 年 5 月 7 日（水） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

 出席者：三友仁志、実積寿也、今川拓郎、内山隆、川崎賢一、木村幹夫、新保史生、富田英典、 

中村彰宏、林秀弥、森川博之 

 議 案： 

１．新規出版企画書について 

 

第 2 回英文ブックシリーズ編集委員会 

日 時：2025 年 5 月 8 日（木） 

場 所：メーリングリストによる書面会議 

 出席者：三友仁志、実積寿也、今川拓郎、内山隆、川崎賢一、木村幹夫、新保史生、富田英典、 

中村彰宏、林秀弥、森川博之 

 議 案： 

１．新規出版企画書について 

 

以上 


